
被
災
者
支
援
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー

（
第
８
号
）

復
興
庁

被
災
者
支
援
班

平
成
二
十
七
年
六
月
三
十
日

被災者支援ニュースレター（第８号）（平成2７年６月３０日）２/４

被災者支援ニュースレター（第８号）（平成2７年６月３０日）１/４

「心の復興」事業 第二次採択事業が決定

～仮設住宅居住者の方々約１万人の参加を目指す～

『
復
興
・
創
生
期
間
』
（
平
成
28
～
32
年
度
）

被
災
者
へ
の
支
援
を
着
実
に
推
進

去
る
６
月
24
日
、
復
興
推
進

会
議
が
総
理
官
邸
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
本
会
議
は
、
総
理

を
議
長
と
し
、
全
閣
僚
が
メ
ン

バ
ー
と
な
り
、
復
興
に
関
す
る

取
組
の
方
針
に
つ
い
て
話
し
合

う
会
議
で
す
。

今
回
は
、
震
災
後
６
年
目
と

被
災
者
の
方
々
の
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
を
創
り
、
生
き
が
い
を
持
っ
て
前
向
き

に
暮
ら
し
て
い
く
た
め
の
取
組
を
支
援

す
る
た
め
、
今
年
度
か
ら
開
始
し
て
い

る
「心
の
復
興
」事
業
に
つ
い
て
、
第
二
次

採
択
事
業
が
決
定
し
ま
し
た
。
二
次
で

は
68
団
体
の
応
募
か
ら
18
団
体
の
提
案

を
採
択
し
、
約
８
１
０
０
人
（仮
設
住
宅

居
住
者
約
４
５
０
０
人
）の
方
々
が
参
加

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
地
元
の
祭
り
で
手

づ
く
り
マ
ル
シ
ェ
な
ど
の
新
た
な
取
組
を

行
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
を
図
る
も
の
や
、

被
災
市
街
地
の
模
型
を
活
用
し
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
街
の
記
憶
を
取
り
戻
し
、

心
の
復
興
を
目
指
す
も
の
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

一
次
を
合
わ
せ
る
と
、
合
計
で
１
２
０

団
体
の
応
募
か
ら
40
団
体
の
提
案
を
採

択
し
、
参
加
者
数
は
全
体
で
約
１
５
６
０

０
人
、
仮
設
住
宅
の
居
住
者
で
約
１
０
０

０
０
人
に
上
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
被
災
者
の
方
々
が
参
画

す
る
活
動
の
支
援
は
、
非
常
に
重
要
と

考
え
て
お
り
、
今
後
と
も
、
被
災
者
健

康
・生
活
支
援
総
合
交
付
金
を
活
用
す

る
な
ど
、
被
災
者
の
方
々
の
「心
の
復

興
」に
寄
与
す
る
た
め
、
力
強
く
施
策
を

展
開
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
る
平
成
28
年
度
以
降
の
復

興
・復
旧
事
業
の
方
針
に
つ
い
て

話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

被
災
者
へ
の
支
援
に
関
し
て
は
、

引
き
続
き
、
多
様
な
課
題
に

し
っ
か
り
と
対
応
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
、
50
の
対
策
か
ら
な
る

被
災
者
支
援
の
総
合
対
策
を
着

実
に
推
進
す
る
と
さ
れ
、
安
倍

総
理
も
、
席
上
、
「避
難
生
活
が

長
引
い
て
い
る
被
災
者
の
心
の

ケ
ア
に
万
全
を
尽
く
し
」、
「関

係
自
治
体
、
住
民
、
企
業
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
の
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
」

い
き
た
い
と
改
め
て
決
意
を
述
べ

ま
し
た
。

引
き
続
き
、
政
府
を
あ
げ
て

被
災
者
へ
の
支
援
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

復興推進会議の様子

【実施地域】宮城県南三陸町
【実施主体】歌津復興夏まつり実行委員会
【参加者数】６８０人

うち仮設住宅居住者６６０人
【実施内容】

地元の夏まつりにおいて、新たに創作
ミュージカルと手づくりマルシェを行う。
祭りの後もマルシェ活動を継続する。こ
れらの取組により、賑わい創出、コミュ
ニティ形成、世代間交流等を図る。

【実施地域】福島県内
【実施主体】福島こどものみらい映画祭実行

委員会
【参加者数】 ８５０人

うち仮設住宅居住者２５０人
【実施内容】
映画祭、映画教室等の交流会をとおして、

子供達の交流活動を促進させていくことで、
コミュニティ再生に寄与する。仮設住宅等で
移動映画館を開催し、閉じこもりがちな高齢
者のコミュニケーションを図る。

【実施地域】宮城県石巻市等
【実施主体】ＮＰＯぐるぐる応援団
【全体参加者】 １１００人

うち仮設住宅居住者８５０人
【実施内容】

仮設住宅等のチームでレシピを開発し、
自慢の料理を披露してもらう「ご自慢料理
大会」を実施する。住民が自ら自慢できる
ローカルコンテンツを作り出すことで生き
がいを創出する。

【実施地域】宮城県南三陸町
【実施主体】宮城県サポートセンター支援事務所
【全体参加者】 ６５０人

うち仮設住宅居住者４００人
【実施内容】

住民と大学生が街歩きを行い、故郷の記憶を記録
していく。結果について、住民報告会を開催するほか、
冊子にまとめて住民に配布する。新たな生活におけ
る心の拠り所を手に入れ、心の復興を支える。

映画祭の様子

映画教室の様子

ご自慢料理大会イメージ図
住民と大学生との街歩きの様子

「心の復興」事業の実施について 平成２７年６月２２日

心の復興
４０のプロジェクト

【イベントに関するもの】

○町民が主役のまちづくり！ヒト・モノ・コト起こし
プロジェクト

【子ども・世代間交流に関するもの】
○「福島こどもの映画祭、こども映画教室、移動映画館」

【食に関するもの】

○地域住民とつくる「ＴＯＨＯＫＵおらほナビ
～ご自慢料理～」

【まちづくり・世代間交流に関するもの】

○故郷の記憶を記録し新たな町づくりの礎を作る事業

平成27年度から被災者の生きがいづくりに資する活動を支援する「心の復興」事業を新たに実施。
二次では６８団体の応募から１８団体の採択を決定。約８１００人（仮設住宅居住者約４５００人）が参加。

一次、二次合計では１２０団体の応募から４０団体の採択を決定。全体で約１５６００人（仮設住宅居住者約１００００人）
が参加するプロジェクトを推進（平成２７年度「心の復興」事業の予算額：１．１億円）

全体参加者 約１５６００人

うち仮設住宅居住者約１００００人

［採択額計１０，５００万円］

【農業に関するもの】

他のプロジェクト

○大船渡長洞仮設大同窓祭

○鎮魂と未来への祈り・石巻１１アートイベント２０１５

夏まつりの様子

他の主なプロジェクト

●「いるだけ支援」仮設住宅拠点化生活支援事業（一次）等

他の主なプロジェクト

○達人リスト・達人レシピを活かしたまごころ食農連携事業

●市町村仮設住宅対応「男の料理コンテスト」（一次） 等

他の主なプロジェクト

○若者による「ふるさとの記憶と再生」による心の復興交流事業

○大槌「心の復興」サポーター事業

●大熊町住民によるまちづくりワークショップと現状視察（一次） 等

主なプロジェクト

●「心の農園」プロジェクト（一次）

●心の復興を目指す「イシノマキファーム＆イシノマ

キマルシェ（仮称）」プロジェクト（一次）

●被災者と地域住民の交流充実化に向けた地域協働型

プロジェクト（一次） 等

【漁業に関するもの】

○石巻雄勝の漁業で生きがいを創り、故
郷と人の心の再生を図る
【実施地域】宮城県石巻市
【実施主体】一般社団法人復興支援士業

ネットワーク
【全体参加者】 ６０人

うち仮設住宅居住者６０人
【実施内容】

漁業体験等のツアーで大都市圏の人に被災地
の状況を知ってもらうほか、地元特産品を大都市
で加工・販売する仕事をしてもらうことで心の復興
を図る。

【伝統芸能に関するもの】
プロジェクト

○伝統文化・人形浄瑠璃を通した福島県への心の復興事業

●福島の伝統芸能復興と存続継承していくための基盤作り事業（一次）

【ものづくりに関するもの】
主なプロジェクト

○福島心の復興 ランタン作りプロジェクト

●「いま、ここで生きている」展 被災者の心をつなぐ作品展覧会開催計画（一次）等

○＝二次採択案件 ●＝一次採択案件

（3件 いずれも二次） （4件 いずれも一次）

（1件 二次のみ）

（5件 うち一次1件 二次4件）

（2件 うち一次1件 二次1件）
（9件 うち一次6件 二次3件）

（7件 うち一次5件 二次2件） （9件 うち一次5件 二次4件）

No. 提案名 取組内容 提案団体名 対象地域

岩手県

1 「心のゆい」プロジェクト

被災者が共同で「ものづくり」を行うことで仲間を作り、心の
支えと生きがいづくりに繋げる。また、制作した作品を、イベ
ントで紹介し、参加者に贈呈し、被災者と支援者の心の交
流・繋がりを図る。

ゆいとり工房 岩手県宮古市

2
大槌「心の復興」サポーター事
業

仮設住宅や災害公営住宅の住民同士が支えあうための「元
気サポーター」を住人の中から育成し、支援活動を行ってい
る外部団体等とのネットワーク構築に取り組み、様々な活動
につなげていくことで、包括的な心の復興推進の仕組みづく
りを目指す。

大槌町 岩手県大槌町

3
地元はやっぱりいいなあ～大
作戦

被災した建物の一室を地域住民で修繕を行い集いの場をつ
くる。地域に歌い継がれている唄等を住民で歌いＣＤ化す
る。地域の写真が展示できるよう作成する。元気で安心して
暮らせる町づくりについて、勉強する会を開催する。地元の
食を見直す機会や、交流する場として、食の文化祭を開催
する。これらの取組により、住民が一体となった新たな役割
の創出とコミュニティの再構築を目指す。

小本いきがいくらぶ 岩手県岩泉町

4
若者による「ふるさとの記憶と
再生」による心の復興交流事
業

被災市街地の模型を活用した歴史・文化・産業のワーク
ショップや被災者へのヒアリングを行う。仮設住宅で生活して
いる小中学生を主な対象とし、大学生と一緒に家具づくり体
験を通した交流事業を行う。震災前の街の記憶を取り戻し、
その街を誰もが忘れないことを、若者との交流を通して実感
し、被災者の心の復興を目指す。

一般社団法人SAVE
TAKATA

岩手県陸前高田市

5 大船渡長洞仮設大同窓祭

仮設住宅に住んでいる方、住んでいた方、地域の方、仮設
住宅を訪問した方を一同に介し交流会（同窓祭）を行う。毎
月集いを行い、楽しみながら学び、実践して五感に働きかけ
るプログラムで心に必要なビタミンの充足を計る。

長洞仮設大同窓祭実
行委員会

岩手県大船渡市

宮城県

6
石巻雄勝の漁業で生きがいを
創り、故郷と人の心の再生を
図る

漁業体験や伝統芸能、工芸の体験のツアーで大都市圏の
人に被災地の状況を知ってもらうほか、地元特産品を大都
市で加工・販売する仕事をしてもらうことで心の復興を図る。

一般社団法人復興支
援士業ネットワーク

宮城県石巻市

平成２７年度復興庁「心の復興」事業二次採択事業一覧
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遠
野
市
で
は
、
人
口
減
少
に

歯
止
め
を
か
け
、
子
育
て
支
援

施
策
の
強
化
を
図
る
た
め
の
重

要
施
策
を
ま
と
め
た
少
子
化
対

策
・
子
育
て
支
援
総
合
計
画

「
遠
野
わ
ら
す
っ
こ
プ
ラ
ン
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

当
プ
ラ
ン
は
、
市
民
が
安
心

し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
、
子

ど
も
が
健
や
か
に
育
つ
環
境
の

充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
策

定
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う

ち
、
先
行
事
業
と
し
て
取
り
組

ん
だ
「
遠
野
市
助
産
院
ね
っ

と
・
ゆ
り
か
ご
」
事
業
は
、
市

内
に
出
産
を
扱
う
医
療
機
関
が

無
く
な
っ
た
背
景
か
ら
、
平
成

19
年
12
月
に
公
設
の
助
産
院
を

開
設
し
た
も
の
で
、
県
内
産
婦

人
科
医
師
と
の
連
携
の
も
と
、

遠
距
離
通
院
さ
れ
て
い
る
妊
婦

さ
ん
と
ご
家
族
の
不
安
の
解

消
・
負
担
の
軽
減
・
産
後
の
ケ

ア
に
至
る
ま
で
の
サ
ポ
ー
ト
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
妊
娠

か
ら
出
産
ま
で
14
回
の
健
診

の
一
部
を
「
ね
っ
と
・
ゆ
り
か

ご
」
で
受
診
で
き
る
よ
う
に
す

る
な
ど
、
保
護
者
の
負
担
軽
減

を
図
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

平
成
22
年
４
月
に
市
病
児
等

保
育
施
設
「
わ
ら
っ
ぺ
ホ
ー

ム
」
を
開
設
し
、
県
立
遠
野
病

院
の
小
児
科
医
師
の
協
力
の
も

と
、
感
染
性
の
病
気
に
罹
患
し

た
場
合
の
子
ど
も
な
ど
を
、
保

護
者
に
代
わ
っ
て
保
育
す
る
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の

ほ
か
、
児
童
館
施
設
を
活
用
し

少
子
化
対
策
・
子
育
て
支
援
を
支
え
る
遠
野
市
「
わ
ら
す
っ
こ
基
金
」
を
活
用
し
た
取
組

～
元
気
わ
ら
す
っ
こ
セ
ン
タ
ー
（
遠
野
市
子
育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
）
～

岩 手

た
「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」
の

設
置
及
び
学
童
保
育
料
の
無
料

化
措
置
や
、
遠
野
市
子
育
て
総

合
支
援
セ
ン
タ
ー
が
配
置
さ
れ

て
い
る
庁
舎
の
一
角
に
整
備
し

た
「
わ
ら
す
っ
こ
ル
ー
ム
」
等

を
開
放
し
、
親
子
同
士
の
交
流

の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
遠
野
市
に
は
「
わ
ら

す
っ
こ
基
金
」
と
呼
ば
れ
る
一

般
寄
附
金
と
市
の
自
主
財
源
を

合
わ
せ
て
積
み
立
て
た
基
金
が

あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
１
０
２
件

３
千
万
円
を
超
え
る
寄
附
金
を

積
み
立
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

の
財
源
に
充
当
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
で
も
「
わ
ら
す
っ
こ
の
誕
生

応
援
事
業
」
で
は
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
等
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
費

用
や
一
時
保
育
等
の
利
用
料
に

充
て
る
こ
と
が
で
き
る
１
万
円

分
の
「
わ
ら
す
っ
こ
応
援
券
」

を
贈
呈
し
て
保
護
者
の
経
済
的

負
担
の
軽
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
基
金
の
活
用
は
、
人

口
減
少
対
策
へ
の
有
効
な
活
用

を
検
討
し
て
い
く
ほ
か
、
就
労

と
子
育
て
の
両
立
を
図
る
保
護

者
へ
の
支
援
、
子
育
て
サ
ロ
ン
、

子
育
て
支
援
団
体
へ
の
更
な
る

支
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7
故郷の記憶を記録し新たな町
づくりの礎（心の拠り所）を作
る事業

住民と大学生が街歩きを行い、故郷の記憶を記録していく。
また、結果について、住民報告会を開催するほか、冊子にま
とめて住民に配布する。これらの取組により、新たな生活に
おける心の拠り所を手に入れ、心の復興を支えることを目的
とする。

宮城県サポートセン
ター支援事務所

宮城県南三陸町

8
町民が主役のまちづくり！ヒ
ト・モノ・コト起こしプロジェクト

震災以前より地元町民に親しまれていた夏まつりにおいて、
新たに創作ミュージカルと手づくりマルシェを行う。これらの
取組により、賑わい創出、コミュニティ形成、世代間交流等
を図る。

歌津復興夏まつり実
行委員会

宮城県南三陸町

9
達人リスト・達人レシピを活か
したまごころ食農連携事業

協同農園にて農作物の生産活動を行う。収穫物はコミュニ
ティレストランで買い取り、オリジナルの丼＆惣菜のメニュー
として利用する。隠れた人材や才能の発掘を推進し、「達人
リスト・達人レシピ集」を作成する。これらの取組により、参
加者のやる気・やりがいの醸成に結びつけ、自信・誇りを高
める。

わたり・まごころ食農
ネットワーク

宮城県亘理町

10
鎮魂と未来への祈り・石巻11
アートイベント2015　“被災野
に子ども達の大きな花アート”

石巻市の子供を参加者として、アートイベントを実施する。イ
ベント後も勉強会を実施しながら、来年度のイベントの準備
を進めていく。これらの取組により、被災の風化を防ぐととも
に、地域住民のこころの復興と生きがいづくりに寄与する。

花とアートで再生復興
プロジェクト委員会

宮城県石巻市

11
地域住民とつくる「TOHOKU
おらほナビ　〜ご自慢料理〜」

仮設住宅や公営住宅などのチームでレシピを開発し、自慢
の料理を披露してもらう「ご自慢料理大会」を実施する。住民
が自ら自慢できるローカルコンテンツを作り出すことで生き
がいを創出する。

NPO　ぐるぐる応援団
宮城県石巻市、東松
島市、塩釜市

12
ロボット作り・パソコン教室に
よる子供支援事業

仮設住宅に住む小中学生を主対象に、ロボット作り・パソコ
ン教室の講座を行う。講師たちとのふれあいや一緒に参加
する仲間との交流を通して心のケアにつなげる。

みやぎジョネット
宮城県気仙沼市・登米
市・南三陸町

13
みんなの心の拠り所で横のつ
ながりと元気をつくるプロジェ
クト

ものづくり活動のサポートを通じ、震災により地域を離れざる
を得なかった人々も気軽に地域に寄れる機会を提供し、住
民や元住民同士での交流の場を創出する。孤立を防ぎ、外
に出て交流をすることによる心身の健康増進を図り、一人ひ
とりの心の復興に寄与することを目的とする。

上釜を愛する会設立
準備委員会

宮城県石巻市

福島県

14
福島心の復興　ランタン作りプ
ロジェクト

手づくりのランタンを装飾制作を行い、販売する。またランタ
ンの装飾デザインのコンペティションを行う。仮設住宅に住
む方々と福島を応援する県外の方々を結び交流を図ってい
くことで心の復興を図る。

一般社団法人ビーオ
リーブ

福島県飯舘村、相馬
市、南相馬市、伊達
市、いわき市

15
伝統文化・人形浄瑠璃を通し
た福島県への心の復興事業

人形浄瑠璃を実際に体験する文化体験を通して、豊かな想
像力や生きがいを育む文化的支援を行う。公演の中で地元
の方たちによる発表を行い、子どもからお年寄りまでが楽し
むことができる世代間交流事業を実施し、地域におけるコ
ミュニティの強化を図る。

やまびこ座・こぐま座
東日本大震災復興支
援プロジェクト

福島県福島市、二本
松市、郡山市、川俣町

16
福島こどものみらい映画祭、
こども映画教室、移動映画館

こどもの未来映画祭、子供映画教室等の交流会をとおして、
子供達の交流活動を促進させていくことで、コミュニティ再生
に寄与する。また、仮設住宅、災害住宅の方々を対象に移
動映画館を開催し、日頃閉じこもりがちな高齢者のコミュニ
ケーションを図る。

福島こどものみらい映
画祭実行委員会

福島県内

3県・2県

17
震災復興支援　家族ロボット
教室

仮設住宅に住む子供たち等を対象に、家族が見守る中、ロ
ボットを組み立て自在に動かすことに取り組むものづくり体
験を行う。ボランティアスタッフなど世代を超えた多様な立場
の人々と協力して、被災者の心身のケアに取り組む。

株式会社富士通コン
ピュータテクノロジー
ズ

岩手県、宮城県、福島
県

18
日本を元気に！夢の課外授
業 東北復興交流プロジェクト

被災地の子供を中心に、ダンス、スポーツ、自然体験教室
の専門技術、知識を有した講師が特別授業を実施する。父
兄や地域の方々も一緒に参加し、世代間の交流が出来るよ
う取り組む。

二十一世紀倶楽部
岩手県、宮城県、福島
県


